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「

今
日
、
合
衆
国
農
業
を
特
徴
づ
け
て
い
る
矛
盾
と
謹

(
w
i
d
e
r
s
p
r
a
c
h
e

 

I
 s

c
h
w
i
e
r
i
g
k
e
i
t
e
n
)

を
理
解
す♦る
た
め
に
は、
.当
該
生
員̂

P5
に
お 

け
る
科
学
、
技
術
及
び
生
産
性
の
発
展
の
研
涂
が
不
可
欠
で
あ
る

」

と
し
て.、

• 

G
e
o
r
g
e

 W
h
e
e
l
e

-H[

は
こ
の
観
点
か
ら

「

ア
メ
リ
カ
合
衆
&
に
お
け
る
農
業 

の
若
千
問
題

」

.な
る
、
可
成
り
の
長
論
文
を
草
し
て
い
る
穿

|

|

?
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こ
の
論
文
は
十
三
箇
の
表
に
.整
理
さ
れ
た 

，資
料
.を
駆
使
し
て
、
ア
メ
リ
カ
農
業
の
発
展
状
況
を
.実
証
的
に
明
ら
か
に
し
て 

お
り
、
当
面
す
る
ア
メ
リ
カ
経
済
の
核
心
に
ふ
れ
た
示
唆
多
き
労
作
で
あ
る
。 

私
は
こ
，れ
を
紙
数
の
許
す
が
.ぎ
り
に
お
い
て
で.き
る
だ
け
詳
し
く
紹
介
し
て
、 

農
業
恐
慌
研
究
の.一
資
料
に
供
し
た
い
と
思
ぅ
。

■

^
v
h
e
e
l
e
r

は
そ
の
論
文
で
論
議
す
べ
き
最
も
重
要
な
矛
盾
と
し
て
次
の
ニ

■常

：.

盤

政

.

：

治

つ
.を
挙
げ
て
い.る
。

.

一'、
'
.急
速
：に
拡
大
さ
れ
る
農
變
故
生
産
能
力
と
制
限
さ
れ
た
市
場
と
の
間 

-

の
矛
盾
。

.

一
一
、
高
度
に
機
械
化
さ
れ
た
農
場
.の
所
有
者
と
し
て
の
資
本
家
達
と
零
落
し 

収
奪
さ
れ
る
小
農
業
者
達

(kleinen F
a
H
m
e
r
n
)

と
の
間
の
矛
盾
。

ぃ

「

こ
.れ
ら
の
矛
盾
は
現
在
の
深
刻
な

ア

メ
リ
.ヵ
罾
_
恐
慌
の
な
か
で
い
ろ
い 

ろ
な
形
で
現
わ
れ
て
い
る
。
.す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
巨
大
な
過
剰
農
産
物
の
累 

積
、
負
ft
の
増
in
、
及
びI

I
®

所
得
の
低
下
、
並
び
に
農
i

の
零
落
及
び 

大
農
®

に
ょ
る
収
奪
は
、
歴
史
上
嘗
て
な

.か
っ
た
ほ
ど
に
ま
で
達
し
て
い 

-

る
。

こ
の
恐
谎
は
政
治
的
解
決

(politische 

A
u
s
e
i
n
a
n
d
e
r
s
e

ct-
z
u
n
g
)

. 

の
中
心
問
題
に
な
り
、
ア
ィ
ゼ
ン
ハ

'
ゥ

ア

ー

大

^

^

は

こ
れ
を
議
会
に
お
い
て 

な
し
た
彼
の
特
別
報
告
の
中
で
.

『

国
家
の
経
済
問
題
の
ナ
ム
バ
！

ヮ
ン 

,,wirtschaf

c1-
-
N
u
m
m
e
r

 l der N
a
t
i
o
n
^

と
名
付
け
る
に
至
っ
た
の 

で
あ
る
。

®
際
場
裡
に
お
い
て
は
、
合
衆
国
に
ょ
っ
て
行
わ
れ
た
過
剰
農
産
物 

の
ダ
ン
.。ヒ
ン
グ
価
格
で
の
M

は
販
売
市
場
.を
め
ぐ
る
資
本
主
義
諸
国
の
論
争

と
対
立
を
激
化
し
た

」
(ibid., s, 258)

ヶ 

W
h
e
e
l
e
r

は
、.

こ
こ

で

は

こ

の
よ
ぅ
な
現
象
の
基
礎
と
し
て

「

労
働
時
間 

当
り
及
び.

一

エ
|
ヵ
丨
当
り
の
収
禊
に
現
わ
れ
た
合
衆
国
農
業
の
生
産
性

©:
増
' 

進
、
そ
の
発
展
の
諸
原
因
及
び
そ
の
前
述
し
.た
ニ
つ
の

‘矛
盾
に
対
す
る
諸
影
響

」 

の
み
を
論
ず
る
こ
と
に
限
定
し
、
.

「

土
地
浸
激.(B

o
d
e
n
e
r
o
s
i
o
r
o
、

農
業
に
，
 

お
げ
る
黒
人
の
異
常
な
排
斥
、
自
然
経
済
を
営
む
農
場
及
び
農
業
自
功
労
働
者 

の
窮
乏
等
.々の
童
要
な
諸
問
，題
は
取
扱
ゎ
な
ぃ

」

こ
と
を
こ
と
，ゎ>
.て
@
^
,

)

. 

は
じ
め
て.い
る
。

「

合
衆
国
の
歴
忠
的
発
展
は
Y科
学
の
発
達
及
び
北
部
‘
西
部
地
方
に
お
け
る 

機
械
便
用
の.た
め
の
好
条
件
を
提
供
し
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
に
は
自
由
な
土

. 

地
が
：あ
ヴ
、
：移
民
は
こ
れ
を
占
有
し
て
経
営
す
る
こ
と
が
で
き
た

0
:こ
れ
が
、 

多
く
の
3
丨
ロ
ッ
パ.や
ア
ジ
ア
の
諸̂
と
^-
な
っ
' て
、
'比
較
的
犬
ぎ
な
土
地
占 

有

2
.ん
；六
ニ
年
の
移
植
民
法
に
ょ
つ
て
分
配
さ
れ
た
自
由
，な

+
1地
は
ー
六
〇
，
 

エ
ー
.力
：i
即
ち
六
四
へ
クt

ル
単
位.か
ら
成
.つ.'.
て
い
た.

)

に
導
き
、
面
積
の 

大
き
い
こ
と
が
機
械
の
使
用
を
可
能
な
ら
し
办
、

'能
率
的
生
産
に
‘と
ア
て
ば
ぞ 

れ
は
不
可
欠
で
さ
ん.あ 

>
.だ
の
^;
4
る
？

:

.

へ

.

.

:

奴
識
を
所
有
す
る
南
部
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
生
成
す
る
刈
分 

小
作
制
度.(
s
y
s
t
e
m

叫er

吋eilpaeht)

を
通
じ
て
、.大
土
地
所
有
者
が
機
械
.

.化
め
た
.め
の
資
本
授
下
を
上
り
少
な
ス
し
て
多
勢
め
労
働
カ
を
使
用
す
る
衣
と
、

，
 

'
に
よ
っ
て
最
高
の
所
得
を
得
て
い

.た
。
.
.
刈
分
小
作
制
度
：の
下
で
は
、
.•労
働
者
は

時
間
に
ょ
っ
て
で
は
な
く
収
稹
割
で
賃
銀
を
支
払
わ
れ
て
い
た
か
ち
、
大
土
地 

所
有
者
は
、
支.出
さ
れ
允
労
働

(

時
間
当
り：

> 

能
率
に
は
余
り
関
心
が
な
か
っ 

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、：
使
用
労
働
力
の
能
率
、
機
械
使
用
範
囲
、
近
代
資
本 

主
義
的
大
農
業
企
業
の
発
展
に
.つ
い
て
の
、
南
部
、
北
部
及
び
西
部
地
方
の
間 

'の
大
き
な
違
い
の
主
因
S

つ
で
あ
る
。.

合
衆
国
農
場
に
お
け
る
科
学
及
び
生
産
性
の
'発
展
の
主
因
の
他
の
一
つ
は
、 

.農
業
科
学
及
び
技
術
の
研
究
が
冕
年
の
間
著
し
く
州
及
び
聯
邦
政
府
の
宇
に
.あ 

っ
た
こ
と
で
，あ
る
。
-各
聯
邦
州
に一
つ
の
国
立
農
業
高
等
学
校
が
あ
り
、
一

o 

0

以
上
.の
中
央
政
府
及
び
，聯
邦
の
試
験
農
場
及
び
試
験
場
が
あ

る
。
.こ
こ
.で
品 

種
改
良
、
大
家
畜
.
家
禽
の
改
良

•

病
垠
害」

雑
草
の
撲
滅
：
.
土

地.栽
^
ぽ 

術

.
輪

作
*'
'動
物
飼
料
の
維
持
及
び
改
善
の
た
め
，の
諳
方
法

.の
研
究
、
労
働
方 

.法
並
び
に
人
力
及
び
機
械
力
適
用
の
際
の
能
率
を
研
究
す
る
た
め
に
、
断
え
ざ 

る
科
学
的
研
究
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で

^
-る
。
>-
.

」

れ
ら
の
■
双
動
が®
胄 

さ
れ
て
科
学
的
研
究
と
し
て
公
表
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
す
べ
て
の
関
心
の
あ
る 

農
業
者
は
無
料
で.そ
；の
報
也f

ぅ
る
の
で
あ
る
。

)

：

こ
め
：こ
と
は
、

''

す
べ
て
の
農f

が
同
じ
方
法
で
，こ
の
科
学
と
技
術
の
進
歩 

か
ら
靈
を
得
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
逆
に
我
々
，が
示
す
ょ
ぅ
に
、
技
術
の 

楽
展
は
競
争

(
w
o
n
k
u
r
r
e
n
z
k
a
m
p
f
)

に
お
い
て
ョ
リ
大
き
な
農
業
奮
の 

を
増
大
せ
し
め
、

ョ
P
小
.さ
な•
3リ

能
率
の
悪
い
農
業
者
を
貧
困
化
に 

導

く
..
-°,
一
：定
の
商
品1
対
す
る
需
要
を
充
足
す
る
た
め
'に
は
、
大
抵
の
場
合
、 

ョ
リ
太
き
众
農
證
に
ょ
る
商
品
..の
生
産
で
十
分
で
あ
り
、
：過
剰
が
増
大
す
る 

か
ら
、
：農
業
者
に
支
払
わ
.れ
石
価
格
は
、
概
し
て
、
比
較
的
能
率
の
悪
い
単
位

■

.
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7 
メ
リ
力
合
衆
国
に
お
け
谷
農
業
問
題

/

一
一
合
衆
国
農
業
の
歴
史
と
現
状



第 2 表合衆国における農業生產及ぴ輿產性指数 ^938-19^=10^
^ _ > —    -一 . . •_. _ —  .   

: . . .  . 

* 1935-39 1948-52 1958

ニ 農 藥 総 收 獲 • 100 140 144
1 エーカー当り榖物の収獲

100 182 131访
释 労 働 時 間 100 86 81
1 時 間 当 り ,収 糙 100 163 178
1 - 叫当り動物生産 100 139 145
1 時 間 当 り 植 物 生 産 , 100 160 181
襻揚エネルギー生産及び機械使用範囲 100 166 188

ネ1953年丨t ひどい旱魃のyこめ多くの.トーモロ ロシ生鹿地带においてュ一カー取 '^  

収辑か低下したためであ .る。Quel.le: U. S. Department of Agriculture, 
The Agricultural Situation. September 1953, S. 5. (ibid., S： 261)

第 3 表 合 衆 国 に お け る 1 羽当り産卵能率の増進

季 節 '• 1925 1949 1954
へ 1-~3 月 •  . 27 46 47 .

. > 4 ~ 6  ：. .
. 44 49. f 54

7 ~ 9 27 35 43，
10 〜1? 14 35 40

.* • » 

: 年 合 計 112 165 ；184
. . V

Quelle: Iowa Farm Soience, Jan., 1955, S. 7. (ibid., S，262)

■. ぐ . . . ， . ； ■

’ m  4 表 甜 菜 及 び 馬 鈴 著 の i へクダール当りの生産性友び★ 働b# 間
し ■ 1 請圓1.咖国…"川11 1リ 11 . ■■■■ ■ .. •ノ. ！. . ： '. v ■

年 度
摘 .要

1910〜14

平 均

1945〜49

平 均

1950〜53

平 均

(1910〜14) 
〜 (1950〜 

53) 年々の 
変 化 率

(1945-49) 
〜（1950〜 

53) 年々の 
変 化 率

甜 ，クタ--ル当り労働時間 316.2 214.9 175.4 -1.5 ■― 8.9
、ぞタ―ル当りメ r~ トルトン 2B.7 30.4 34.3 +0.25.

.■
+0.9

菜 メ トルトシ当り労働時間 13.3 7.0 5.1 -0.15 -0 .4

馬 ヘクタール当り労働時間 187.7 169.5 167.0 -0.5 -0 .5
鈴 へクネ一ル当りkg ( 百） 67.0 132.1 166.7 +2.5 +7.7
著 メー トルトン当り労働時間 27.9 12.8 9.9 -0,4 一 0.7

Quelle 5 U- S. Department of Agriculture, The Agricultural Situation. 
August, 1954, S. 9. (ibid., S. 268) ,

― _ 年 度  
摘 要 ：

1880 1920 1930 1940 1950 1954

アメリ力合衆国人口  (百万) 50 105,7 122.0 133.0 151.0 162,0

農 村 人 ロ （台万） 36 32 31 31 25 21.8

その総人口に対する％ 72.0 30.1 24.9 23.2 16.6 13.5

農 業 従 事 者 数 (百万) 8.6 11.5 10.5 9.2 7.5 6.5

'農 . ：場 _ . 数 （百万） 4.0 6.5 6.5 6.3 5.4 4.8

一 • 農 場 当 り 平 均 （ヱ- 力- ) . ~ 147 151 166 215 242

緣 親 1 P 面 積 （百万エーカー） 178 362 359 321 345

Quelle: U. S. Department of Commerce Historical Statistics, S. 29, 
Statistical Abstract 1954, S. 193, 635-6, IT. S. Department of Agriculture, 
The Agricultural Situation Dez. 1954 und Faot for Farmers, Jan. und 
Feb. 1956. (ibid., S. 260)

.況
を
示
す
た
め
.に 

W
h
e
e
l
e
r

が
捣
げ 

て
い
る
諸
表
を
示
せ 

ば
次
頁
の
如
く
で
あ 

る
0
-

W
h
e
e
l
e
r

 

も
述

.ベ
て
い
る
よ
ぅ
に 

「

こ
れ
ら
の
諸
表
か 

ら
生
産
性
に
関
し
て 

大
農
場
がg

場
に 

優
越
し
て
い
る
こ
と 

は
明
ら
か
で
あ
る
。 

科
学
及
び
技
術
の
，進 

歩
、
そ
れ
ら
の
農
業 

へ
の
適
用
と
と
も
に 

こ
の
優
越
性
は
更
に 

.増
大
し
て
ゆ
く
、だ
ろ 

ぅ
。
資
本
主
_

度

の
下
に
お
い
て
は
、 

こ
の
生
産
性
及
び
生 

産
能
力
の
増
進
は
制 

限
さ
れ
た
市
場
に
対

:
の
坐
産
費
以
下
に
低^ -

す
る
。.
ョ
リ
大
き
な
耕
地
面
積
の
上
，で
有
効
に
資
本
支 

出
を
す
を
基
赕
ど
レ
て
ノ̂-

リ
多
ぐ
の
機
械
と
ョU

多
ぐ
の
土
地
を
獲
得
す
る 

の
に
必
要
な
、
追̂

^

本
投
下
の
た
め
に
は
、
そ
の
純
所
得
は
余
り
匕
も
低 

す
ぎ
る
の
で
あ.
る
。.

'■.

:
最
近
：

1

〇
〇
年
の
間
に
、
合
衆
国
格
は
農
業
に
お
け
る
周
期
的
恐
慌
と
持
続 

的
な
不
況
が
存
在
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
と
く
に
戦
時
に
は
、
，耕
作
面
積
の
急
速 

'な
拡
張
と
生
産
増
大
の
た
め
の
技
術
手
段
の
使
用
：を
刺
戟
し
た
と

'こ
ろ
.の

大

需
: 

要
の
時
代
に
よっ
て
中
断
さ
れた
.。：か
か
.る
戦
時
の
間
は
、
.
労
働
力
べ
の
需
顰 

は
.エ
業
で
も
大
き
か
？
た
の
で
、
労
働
節
約
的
な
機
械
や
労
働
方
法
の
発
見
及

.

び&

用
が
刺
戟
さ
れ
た
の
で
あ
る
？

.

■

 

一 

:
か
.か
る
時
期
に
お
い
て
、
政
府
は
生
産
を
活
気
づ
け
る
た
め
に
、
例

え

ば

価

" 

格
の
保
証
や§

目
的
及
ぴ#

^
す
る
目
的
で.大
暈
の
農_産

物

を

賀

い

上

げ

る

.

.一 

措
置
を
も
と.っ
て
き
た.の
で
.あ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
中
及
び
戦
後
に
お

.
い
て
は
，、

 ヾ

こ
の
政
府
の
政
策
が
、
坐
産
の
振
興
、
と
く
に
主
穀
の
一
層
高
い
土
地
収
益
を
達

, 

成
す
る
た
め
に
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
。
歴
史
的
に
考
察
す
れ
ば
、
農
業
に
お 

け
る
労
働
生
産
性
の
増
進
は
、
人
口
の
増
加
及
び
農
産
物
へ
の
需
要
よ
り
も
大

. 

き
か
っ
た
。
そ
の
結
果
多
数
の
農
業
労
働
者
が
解
扉
さ
れ
て
、
工
業
に
向
け
ら 

れ
る
労
働
予
備
軍
が
増
加
し
た
の
に
：農
村
人
口
の
比
率
は
著
し
く
減
少
す
る
に 

到
っ
た
。1

九
ニ
〇
年
以
来
、
農
業
従
事
者
数
は
お
よ
そ
五

'百
万
も
減
少
し
た
。 

こ
れ
ら.の
事
證
を
示
せ
ば
第
ー
表
の
如
く
で
あ
る

」
(ibid. ”

.SS.. 25

00—260)

と
し
て
、.

W
h
e
e
l
l
e
r

は
次
の
表
を
掲
げ
て
い
る
。

表
の
分
析
の
箇
所
は
紙
数
の
関
係
上
省
略
し
て
、
ア
メ
リ
ヵ
農
業

’の
、発
展
状



• • 第 17 表 .経 借 达 狹 別 ト ラ ッ ク ダ ー ^分 布 状 说 , (1951的 .
TriMliarill霄| 丨■纔Til旧;III 謹 HTCTKfM

摘 要 農 . :場 数

ar/jum.CTsr̂*

を有する 農場
トラック_タ_-

arnaran_»m
-の台数

経 営 実 数 % 実 数 % 実 数 %

10ヱ-;々一未満 ■ 480 373 8.9 72892 15.2 82 862 2.3

10 〜 29 852 956 15.9 151045 17.7 177 425 4.9

. 3 0 ^4 9 623 582 11,6 153 765 24.7 177 195 4.9

60 〜 69 : ■426 048 7.9 138 931 32.6 161459 4.5

70 〜99. 620131 11,5 290 967 46.9 342 480 9.5

100〜 139 581099 10.8 332766. 57.3 412560 11.4/

i40〜 179 522 272 9.7 366 507 70.2 487 088 13.5

180〜 219 276 283 5.1 202 610 73.3 288 601 8.0

220〜 259 213 972 4.0 168 770 78.9 256697 7.1

260—499 :• 477 558 8.9 391495 82.0 658 814 18.8

500〜 999 183 913 3.4 156 204 84.9 310 686 8.6

1000ヱ—.力V 以上 121068 2.3 99 254 82.0 253 414 7.0

計 5 379 250 100.0 2 525 206 46.9 3 609 281 100.0

Quelle: U. S. Census of Agriculture, 1950, Bd. II, S. 782-89 (ibid., S. 
2 6 8 ) (計及び％襴ビ若干の誤達があるが， W h ee le rが掲げてい各’ままにしてお: 
く •••常盤）

. . . . '  . .
第 8:表アイオア州の抽出如9農場における機械費と労働力利用効果の階層別比較

. . . . ： 7 ' <1952 ；

■■■
摘 要

140 工■ 力•—
未 m 140〜199 200〜259 260^359 360ェカー 

以 . 上

農 場 数 ’ 91 287 255 222 144

一農場当り平均面積（ニドか~) 110 165 227 306 486

機梂及O p•属品出費額（ドル） 4,100 6,i00 7,900 8,800 11,300

耕地1 エーカー当り機械k び動力費 26 23 21 19 17
投下総労働月（賃労働者•使用人• 1 q 1C 10 99 on
農場所有者及び家族）

丄o ID JLo• . . . •. . £ a O

—烊働カ当り耕作面積(エナ イ 70 94 106 118 132

1 エ广カー当り粗収入（ドル）
• へ . .’. ' 'へ . . . . ベ .

75 75 74 71 70

農 届 純 所 得 （ドル）
. . . . ; .

4,055 5,552 6,747 8,695 11,386^

浓1951年に奴家畜0 價格が下落したが，それは豚飼育を行っている小農場よりも 

大農場において相辨的にp どく下.落したのであった。
. Quelle: Iowa State College Iowa Farm Science, August 1953, S. 22. 

(ibid., S. 269)

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
—
業
間
題

第 5 表 1017〜訂年以来の勞慟方法汝ぴ旁慟櫧式の浚化に上マヤ
節約された労働時間 （1944年） •

a y — mifi — >̂ana— ne— — ■— «c— m b — W — M — PC— — ac— P— —

. m  要 労 働 時 間 ，
■ - ■ --- --------------- .

橼械化の増進による節減（馬の数量的減少を含む）
4,200,000,000

48
節減のパーセント '

収穫の増犬による刈入及び刈入準備作業の節減
1,700,000,000

19
節減のパ一セント

企業の拡張， 1 頭当りの生産の増大等による家畜飼育労働の節減
1,200,000,000

節減のパーセント 功

生鹿_ 囲の拡犬による一般労働費の節減
650,000,000 •

•V .、 ：: : 7
節減のパーセント. ， :

. " . , . • 

労働の合理化, 経常的労働の減少等々による節減, ；
1,850,000,000

20
'  節減のパ— センド

粗放的経営から集約的経営への移行に基づく労働時間の増加
—600,000,000

増加時間のパーセント
、 ■ ；_______ _. --------------— —  ■—

—7

1 9 4 4年における総（純）節減労働時間
9,000,000,000

=100%

Quelle: USDA, Progress in Farm Mechanization Misc. Pub., GBO,宮. 16. 

(ibid., S. 266) ■ ； ■ v

第 6 表種々め機械使用の瑙加による労働時間節減め概算 (191M944___ ■ ■ -■      則 | - i-.u ■ ■ ■ m— .............   rifi ii ii i rriiiTBiiiMĴiMni urn _■ T i-wni'i-i i t i v  ' s v m :■ III III 1 11 1 II...... II III

— 摘 要
増 加 数 ’量 節減労働時間

トラックター器真及び櫸械 
想 . 土掘具• 耙 ，条播機

氣物コソバイントーモロコシ収獲機• 東機 •
収擇東機

草刈機‘引上げ圧搾機 

種々の装備品用具’

乗用車及びトラック：

肥料萬敷機• 小道具その他の電気器具•

拽 1 .乳 ' :‘ '機 ン .. 

畜産に：̂ ける節減 

代替された馬及び驟馬のための家 
純節減（即ち機械，トラ：
理時間を差し引いての馬の羋話をする啤間）

5,200,000 

- 900,000

450.000

- 3,400,000
• - - ■ ---

300.000 

* ■

.380,000,000
パ

1 400,600,000

' . , 
60,000,000 >

100,000,000

1,400^00,000

700.000.000

220.000.000 

60,000,000

880,000,000

19 1 7 〜 2 1 年に比較しての機械による節減総労働時間（1 9 4 4年）
4,200^)00,000 ’

Quelle; USDA, Misc. Pub., Nr. 630. S . 18. (ibid” S. 267)



第 9 表 作 物 の i ェーカー当り!^膚別収權状谠  a949 ^ )
• • . , ' ■■■■■IIMmilmiri I 1 - - 一 II~~I-1---------- 1--- ------ 一 — - ^ — a— ■a— iaaa ..

〜 、、〜 、階 層  

作物の稹類ヽ

10ェ— 未満 

の 小 農 場
t たは中.農場 
(140^179^.-*-)

大 農 場  
(260〜499

ヱ*-カー）.:

1000ェ一力厂
以 上 の  
巨 大 農 場

■■■ " V------
ト_一モロコシ 28 41 39 27

(ブッシ:£ル）

小 麦(ブジシ* ル） 21 17 13.6 13.4

馬 鈴 薯 (ブ，yシ- ル） 140 240 268 282

甜 策 ( レ ) 15 15.8 16.8 ..，：；；17'；；;. >

棉 花 （ボンド） , 3 6 5 265 275 ： 385

氺 h o m e s te a dは 1862牢の移植民法によっ;t 創設された自作農場で， i•戸 媒 ， ン
. 160エーカー > 戈れ’。 1

Quelle: U. S, Census of Agrioulture, 1950, Bd. II, S S, 796-97 X l)  # j i ]0 ペ 
(ibid., g. 270) • ,：

第 1 0 表イ/ディアナ州における膝飼育:飼育頭数による
経営階層別1 時間当り生庫性 . ( 1 9 5 0 年)

頭 M .
平 ，巧 頭 W c

1 頭 当 り 生薛  
务 働 時 間

生体重量100ボンK 
当り生鹿労働時間

1々 4 齒の経営 9M • 時間 ん1時間て•. '
5 〜 9 頭の择營... 1 • 2.5

' ....
10〜頭以上の経営 17 51 ■ 1.8 '

―. * ハ..1

州 • 羊 抅 •7 へ:.,:,:.'， ..'..:，

...... ■ • *• •
2«2

Quelle : U. B. Department of Agriculture, The Agricultural Situation. 
Juli 1953, S . 13. (ibid., S. 271) ’
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:

す
る
矛
盾
を
激
化
し
、
.

の
収
奪
の
テ4
ポ
旅
び
に
ァ
メ
リ 

.力
農
業
に
お
け
る
階
紙
分
解
，

(
^
^
S
Q
P
^
^
Q
r
e
n
z
i
e
r
u
n
g
)

を 

促
進
し
て
来
た

j 

(
5
M
L
V

 

8
..:
.
.
2
7
1

)

：の
で
あ
っ
た.°
か

く

て

多
0
- 

皆

”
は
こ
れ
ら
の
問
題
の
考
察
に
移
る
。

, .

二
ニ
..

生
産
性
の
増
進
と
鉉
済
恐
慌^

も
社
4

#
義
に
お
.い
て
は
生
産
性
の
増
進
は
労
働
者
と
農
民
'に
と
っ 

.
も
直
I

i

で
あ
る
。
.資

本

主

度

の

無

政

府

的

諸

条

件

の

下

. 

に
％
い
て
は
、
生
産
亂
カ
の
増
大
；は
制
限
さ
れ
た
市
場
に
対
す
る
矛 

盾
、を
一
層
激
化
し
、
周
期
的
過
剰
生
産

i

に
導
い
て
農
！
&

に
支 

'払
：わ
れ
る
価
格
の
激
烈
な
低
落
と
多
数
の

農
®

？

の
破
産
に
導
く
。

こ
.の
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
能
率
に
つ
い
て
た

' っ
た
今̂

察
し
た 

.
ど
と
ろ
の
豚
生
産
の
例
に
お
い
て
示
さ
れ
ぅ
る

。

.

',
第
二
次
世
界
太
戦
中
の
み
な
ら
ず
朝
議
争
中
に
お
い
て
も
、
ァ 

メ
リ
ヵ
農
業
者
は.、
' で
き
る
だ
け
多
く
の
豚
肉
を
生
産
す
る
.こ
と
を 

•獎
瞰
さ
れ
た
。

一
九
，五
四
年
の
最
後
の
数
力
月
に
は
、
.
人

々

は

豚

の

. 

生
体
重
量1
0〇
ポ
ン
ド
当
り一一
六
ド
ル
ま
で
農
碧
に
支
払
っ 

'

た
。
' こ
の
価
格
は
能
率
の
よ
い
生
産
者
の
生
産
費
一
〇
〇
ポ
ン
ド
当 

り
約
一
五
ポ
ン
ド
を
上
廻
-?
て
い
た
の.で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、

. 

M
に
合
衆
国
に
お
い
て
は
豚
の
基
礎
飼
料
で
あ

.る
ト
i
モ
ロ
コ
シ
の 

■犬
剰
余
が
あ
っ
た
の
で
、生
産
の
増
大
を
促
進
し
た
。
だ
が
、
豚
が
犬

. 

量
に
市
場
に
達
り
込
ま
ル
た
と
き
は
ゝ
肉
加
ェ
業
独
占
が
そ
の
過
剩

鬆
か
ら
利
益
を
ぅ
け
、
農
業
者
に
支
私
わ
れ
た
価
格
は
、
生
産
費
を
遙
が
に

- 

■下
廻
っ
て
い
た
の
で
あ

>

 
た
。1

九

：五
五
年
一
一
一
月

1.

一：
日
に
は
、
最
上
質
の
：
 

豚
肉
に
対
し.て
一.〇
•
ニ
五
ド
ル.が
農
民
に
支
払
わ
れ
た
_に
す
ぎ
な
か-.
た
の
. 

で
あ
る
。
市
場
に
も
っ
て
こ
ら
れ
た
豚
一
厕
に
対
す
る
農
民

.の
損
失
は
八
.ド
ル 

乃
至
一
〇ド
ル

で

、

よ
り
質
の
劣
っ
，セ
も
の
'に
つ
い
て
は
損
失
は

ョ
リ
大
き
か 

っ

た(

^
CI
>g

KJ
o
r
k 

T
i
m
e
s

 12. 

D
e
z
.

 1955)。
.

か
か
る
®

 
で
は
、
能 

率
の
高
い
農
馨
で
名
え
も
、
た
っ
た
一

 

'ゾ.
I
Xン
の
"間
に
深
く
借
金.に
追
い
', 

込
ま
れ
た
め
で
あ
る
。
む
ろ
ん
そ
れ
よ
り
能
率
の
：悪
い
農

®

^
零
落
し
、
幾. 

千
と
な
く
そ
め
土
地
か
ら
软
逐
さ
れ
た
の
で
あ
っ

^-
。

、

豚
生
産
者
の
恐
慌
は'
戦
後
、
馬
鈴
薯
、.小
麦
、
ト
ー
モ
口'コ
シ
、I

、
： 

酪

農

製

品

、
：
.

卵
、■

牛
肉
、
米
及
び
そ
の
他
殆
ん
ど
す
ベ
て
の
農
鹿
物
の
生
産
者 

を
興
っ
た
と
こ.ろ
の
.
一
速
の
農
業
恐
慌
の
最
近
の

 

一-つ
に
す
ぎ
な
い
。

.

土
地
及 

び
策
働
力
の
生
直
能
力
.の
増
進
に
よ
：？
て
、
/
市
場
が
馨
し
ぅ
る
が
へ
の
如
く

. 

に
、
ま
す
ま
す
多
く
の
農
産
物
が
市
場
に
投
げ
出
さ
れ
る
こ
と
が

M

S
な
の
： 

で
あ
る
6

か
か
へ
る
狄
/1
は
或
る
塲
合
に
は
国
外
市
場
の
収
縮
に
よ
っ
て
激
化
さ

' 

れ
る
。
最
初
 if I &

 
の
^

® 新

傲(bestlmmte: landwlrtschaf

s'c
h
e

 

l
e
n
)

を
襲
っ
、た
：に
す
ぎ
^
い
.恐
慌
が
今
や
一
つ
の
金
般
.的
農
業
恐
慌
に
拡 

大
し
だ
吖
で
あ
る
。
特

に

鲁
t
ベ
ぎ
こ
と
は
、
ご
れ
於
他
の
経
済
办
犬
部
分

：
. 

が
未
だ
ィ
イ
フ
レ
ー
シ
a 

%的
景
気
段
階
に
あ
：っ
た
時
期
忆
生
じ
た
と
い
ぅ

- 

と
.で
あ
る
 
0
:.
.
-'
'

.

.

,

:.
:

 

二
：
：
.

.

:

'

'
;;
;
.
. 

:
•

ー
農
藥
商
品
全
般
に
対
じ
て
農
響
に
支
払
わ
れ
：た

^

^

は
：
.
ー
九
五
ー
年
以
来 

:

年

备

下

し

で

、
.：一

九
五
鸱
年
一
一
月
に
は

1

九
.五f

年

：の
：水

準

を

采

均

ニ

.

.

ア
、メ
リ
力'合
衆
固
^
お
け
る
農
業
問
癉

%
下
廻
づ
て
い
た0
:同
期
間
内
に
、
農
業
者
の
自
己
自
身
及
び
そ
.の
生
産
の 

た
め
に
必
要
：な
諸
商
品
の
f

は
ニ
％
だ
け
低
下
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ

の 

0
^
シ
工
I
レ
を
反
映
し
て
い
る

「

パ
リ
テ
ィ，指

数

(paritstsverhslt

丨 

&
>

J

は
.一
九
五
五
年
ま
，
で
に
は
A
ニ P

9
1
0
〜
3.914=100)

と
な
っ
た 

(u. S

 • 

D
e
p
a
r
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m
e
n
t

 

0
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o
m
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c
e
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B
u
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n
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. 
Statistics 

一
 

W
e
e
k
l
y
:

 

S
U
p
p
l
e

日e

a,4/ll/55)。

農
霧
の
支
出
増
加
の
一
つ
の
重
^
 

な
原
因
は
、.，政
府
に±,
っ
て
遂
行
さ
れ
る
イ
ン
フ
レ

ー

 
‘シ
ョ
ン
的
戦
争
政
策
ヴ 

結
果
た
る
租
税
の
増
大
で
あ
る
。
過
去
一
五
年
間
に
農
業
者
の
財
産
税
は
年
々

.

 

増
進
し
で.い
る
？

.一

 

九
四
七
年
か
ら
一
九
五
六
年
の
時
期
だ
け
で
祖
税
は
な
ん 

と
六
〇
％
増
加
し
た
の
で
：あ

る

(M
a
c
t
s

.

 

for 

F
a
r
m
e
r
s

 

J
a
n
u
a
r
y

 

1956, 

n
a
&

 

A
n
g
a
b
e
n

 

des U
.

 s.. 

D
e
p
a
r
t
m
e
n
t

 

of Agric-OI-

l.wo.

-■
•‘ 

■ 

•

一
九
五
五
年
の
あ
い
だ
に
農

I
P
?

の
純
所
得
は
一
層
激
し
く
低
下
し
て
一
外 

五
五
年
の
第
四•
四
半
期
に
は

(

年
f

で)

、
一
九
四
八
の
一
七
七
億
ド
ル
に 

対
し
で
約1

0
0
億
^
ル
ま
でに
な

っ
セ
。
す
べ
て
の
作
物
及
び
.畜
産
物
の
生-
. 

塵
が
今
ま
で
に.な
か
っ
た
程
の
，高
さ
に
増
大
し
た
に
も
如
か
わ
ら
ず
、
；.所
得
の
へ 

は
.一
九
，五.五
年
に
は.お
ょ
そ
：1 

一
一̂

に
：達
し
た

(
E
c
o

o'-
o
m
i
c

 Notes;. 

N
o
v
e

日b
e
r

 1955 

^
a
c
t
s

 ior F
a
r
m
e
r
s
,

 M
a
i

 1954 

§d Jan.,

1
9S.
。’
養

が

総

国

民

.所
得
の
三 

>
五
；％

以

下

し

か

受

け

取

-?
'
て

い

な
い

こ 

と
ほ
.、
：
農

民

：か

純

所

得

の

寥

：を
窟
妒

し

て
い

：
る

.°

..
■
.;
.一

:
.

'

と

吖
濃
民
所
得
め
飯
下
の
間
'に
、

(

消
費
者
が
農
産
物
諸
商
品
に
茭
私
っ
た
俩

.

. 

格
は
僅
か
に
低
下
し
た
に
.す
ぎ
ず
、
或
る
場
合
に
.は
增
加
さ£:
し
た
の
で
あ.る
?.

:V

 

.
八
五
.
：.
.
与

 ̂

■ 

■*



第 1 1 表合衆国における純農業所得

年 度
実 数

(1唯 ドル）
修 正 顧 ※ 

(10馆ドル）

1937 5 095 8 298

1947 16 774 17:669

1 9 5 1 • 14 645 13 194

1955※※ 10 600 9 300

欲ドル價値の下落を考慮して，労働統 

計局消費者物價指数(1947〜49 = 100) 
セ計算された修正額0 

※运官庁暫定報肯(Artxtliche, vorlau- 
fige A n g ab en )による。

Q uellen: USDA, Agricultural 
Statistics 1954, S. 428. 
Statistical Abstract 1954, S.330 
und Ecoiiomic^ Notes, Januar 
1955, S. 5. (ibid” S. 273)" . .ノ ■ '

'

農

聊

.
が
そ
の

生 

.
産

物

に

ょ 

"つ
て
得
る
， 

_

所
得
の
変 

:

動
と
一
九 

四
七
年
の 

戦
後
最
高 

.時
以
後
：の 

激
烈
な
下

消
零
か
赛
品
に
支
出
し
た
一
ド
ル
の
中
、
農

馨

'の
取
分
は
一
九
四
六
年
'

^
は
0'
ル
セ
ン
.ト
で
.あ
-7
,だ
:̂

の
が
1
九
五
拽
年
に
は
破
が
四
三
セ
，ン
ト
に
低 

下
し
た
。
他
の
五
七
セ
ン
ト
は
、
輸
送
、
加
工
及
び
配
給
の
費
用
と
利
潤
都
分 

と
•な
，つ
た'の
で
.あ
る
。
農
層
に
支
私
わ
れ
た
四
一
一

1

セ
ン
ト
の$
ち
、
：
三
〇
セ' 

ン
ト
は
、
ベ
ン
ジ
ン
、

1

、
.

5
.^
.除
手
段
、
種
子
及
び
機
械
を
：あ 

が
，な
ぅ
た
め
に
必
要
と
さ
れ
^
い
.る
も
の
で
あ.
る
。..
:
消

費

者

に

上

つ

て

食

物

の 

た
め
に
茭
出
さ
れ
た'.
1

(

ド
>:
の
ぅ
ち
僅
か
ニ
三
セ
：ン
ト
だ
.け
が
、
労
働
力
の
た 

め
の
1

を
補
塡
^

:
土
地
と
家
屋
に
投
下
さ
れ
た
貨
幣
：の
還
流
と
し
て
残
つ 

た
に
.す
ぎ
な
い
、

一.九
^
®
年
の
i

r:
関
す
る
か
ぎ
り
。

ー
'九
五
五
.年
ー
〇 

-月
に
は
、
消
費
者
の
支
払
ぅ

一

ド
ル
の
ぅ
ち
、.：棄

霧

の

取

分

は

な

ん

と

、
.
'
僅 

.か

三

九セ
ン
ト
に
ま
で
低
下
し
た.の
で
あ」
る
• (U

S
D
A
,
:

 T
h
e

 Agricul- 

ct
-
u
r
a
l 

Situation, D
e
z
e

日b
e
r

 1955 
.

〕

。
 

,

.

'

■
落

ゆ

第

11
表

か

ち

明

ら

が

で

あ

る

。

こ

の

：下

落

は

一

：
九

五

六

年

に

ま

で

続

い

y

 

お

り

、
：
，
こ

' 
の

傾

向

が

続

く

な

ら

ば

、
:
議

者

の

純

所

得

は

•た

と

え

そ

の

生

産

遺
 

が

五

0

%

近

-'
<
% -
増

大

し

た

と

し

て

も

、

消

費

者

の

購

買

カ

に

比

較

し

て

1
九
 

.

1
ー：1
七

年

の

水

準

に

下

落

寸

る

で

あ

ろ

ぅ

。

.：

：

.

■か
か
る
.事
情
の
下
に.お
い
て
は
：他
に
期
待
す
べ
き
何
物
も
な
か

0
た
の 

と
'お
な
じ
よ
ぅ
に、
.農

議

！

f

の
負
債
は
：急
激
に
増
：

K

し
て
.い
.る
。
.
.
一
九
四
五 

年
に
は
良y

の
負
徵
は
七
三
億
ド
ル
に
.
達

し

た

。.:
一 
九
五
六
年
に
は
 

一
A 

八
億
ド
ル
：
.ぼ
：及
び
急
連
に
増
大
す
る
状
態
に
あ

っ

た

の
-で
あ
.る
：

(SS. 272丨

 

27400 

'
X
;
:
' 

: 

ソ
.

'

.
/
•四

：
政
府
の
逾
慌
防
虹
政
策

農
業
に
お
.い
て
増
大
す
る
恐
慌
を
防

-±

す
る
_た
め
に
、
戦
後
、•政
府
は
い
.か 

な
.る
政
策
を
と
っ
た
か
？

 

' 

• 

'本
質
的
に
三
つ
の
方
向
に
む
か
-っ
た
0 

/ 

,

:,■
一
、
員
㈣
の
如
き
、
吧#
に
よ
る
諸
恐
慌
の
資
ボ
主
義
的
：

「

解
消」

。

\
ニ
、「

恐
慌
を
雷
す
る

」

試
A
。
 

' 

-

.

 

•

三
，
：.へ
国
家
的
賈
上
げ
に
よ
づ
て
德
を

「

維
持
す
る」

努
力
と
同
時
に
、
作 

•

付
面
積
€

^

す̂
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
を
制
限

'し
.よ
ぅ
と
す
る
試
み
。

.

.こ
：れ
ら.の
諸
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
は
一
九
r
a五
年
以
来
弈
分
試
み
ら
れ
て
い 

'る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
、
若
干
の
農
業

i

層
.を
：
一
時
的
に
保
護
し
て
き
た
が
、 

そ
れ
は
恐
慌
の
基
礎
と
な
.？
て
.い
る
諸
矛
盾.か

深

化

し

た

の

.で

あ

つ
た
0

わ

れ
 

.わ
れ
は
こ
れ
ら
の
諸
矛
盾
を
簡
単
に
論
究
し
て
み
よ
う

O
.
V

,
確
か
に
.、
.朝
鮮
戦
争
の
開
始
は
、
豊
作
の
年
一
九
四
九
年
の
年
末
ま
で
に
堆

• 

稹
し
て
い
た
綿
花
、
小
麦
及
び
：斤

—

モ
ロ
コ
シ
と
い
っ
.た
生
産
物
の
巨
大
な
在 

庫
品
か
ら、
' 一
時
的
に
農i

と
政
府
を
解
放
し
た
。
し
か
し
、
；

こ
.

こ

で

は

需
... 

要
め
人
工
的
な.
.ィ
ン
フ
レ
一
シ3
ソ
的
な
膨
脹
が
惹
起
.さ
れ
た
に
す
ぎ
な 

い
。
こ
れ
は
新
し
い
高
さ
に
達
し
た
農
業
商
品
生
進

^
艰
興
と
ノ
軍
事
目
的
の

. 

た
.め
の
祖
税
の
激
し
い
増
大
に
.よ
る
勤
労
夫
衆
の
購
買
力
.の
'-
®

下

に

よ

.っ
て
相 

殺
さ
れ
て
余
；

cv

あ
っ
.た
。
ご
の
租
税
は
現
在
非
常
.に
高
く
、
：
国
家
財
政
は
，i

 

, 

支
出
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
均
衡
化
さ
れ
て
い
：
程
で
あ
る
。
こ
れ
は
有 

名
な
、

「

、ハ
タ
丨
の
代
り
に
大
砲
ミ

K
a
n
o
j
l
e
n

 statt B
u
t
t
e
r

ti
の
.
道

を

章 

味
し
て
お
，り
、
こ
れ
に
.よ
っ
て
農i

竭
は
そ
れ
相
当
の
被
害
を
蒙
ら
ね
ば
な

" 

.ら
な
い
。

一
九
五
三
年
政
府
似
七
ニ
四
億
ド

.ル
0
租
税
を
徵
収
し
た
。
.
こ
の
総 

額
の
ぅ
ち
六
五
〇
億
ド
ル
が
戦
争
の
た
め

.に
支
出
さ
れ
た
の
で
あ
を
。
と
.れ
に 

対
し
て
ニ
三
〇0
万
.'の
家
族
す
な
わ
ち
全
家
族
め
五

 

一■
%

を
し
め
る
最
低
所
得：
. 

家
族
の
一
九
五
〇
年
の
^
双
入
は
■六
 
一
ー0
億
ド
；ル
に
，す
ぎ.な
.が
.っ
允
；<
良̂
0丨 

-ral :.Keserve ..Balikfwulletill u
n
d

 

.

.
8
¥
汁1
80 ;
0
2
1
'

Abstract, 1954, 

s
,
3
6
1
0
o

 

. 

.

合
衆
国
は
戦
後
へ
か.つ
て
な
か
っ
た
程
の
ダ
ン
ピ
シ
グ
を
行
？
た
，。

.

•一..

九
四 

六
年
か
ら
一
九
四
九
年
ま
で
O'
期
間
£

1:
@

は
三
，
一
九
億
ド
ル
；
の
純
®

超
. 

適
を
達
成
し
，た
。
同
時
に
、

.
：合

衆

国

政

府

か

ら

贈

与

金

及

び

借

入

金

，と
し
て
総 

::

じ
.て
'一_
H四
億
K
.ル
.が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
^
九
五
〇
苹
と
ニ
：九
五
.三

年
.. 

と
'の
間
に
"
更
：に
.一.三一T

億
ド
.ル
の
贈
与
金
及
び
借
入
金
が
与
え
ら
：れ

..だ

。
ぺ 

^
&
Q
r
y
®.
o
f Cu

r
r
e
n
t

 B
u
s
i
n
e
s
s

 Juli 1954,

. 

M
.

10 u
n
d

 

I
s。
こ

.の
人
工
的
な®

に
ょ
つ
て
農
業
諸
商
品
の
M

は
一
九
四
八
年
に
は
三
四
億 

七
千
三
百
万
ド
ル
に
：、
，

1
'九
革
1
年
欠
は
'四
0
億
西
千
万
ド
ル
に
達
し
た
。
,

:
. 

部
分
に
.与
え
ら
.れ
た
補
助
金
が
い'か
に
.高

か

.夕

た

か

は

合

衆

国

が

一

九 

:
五
：
三
年
：七
月
一
5

:-
.日「

に
至
る
ま
で
の
四
ヵ̂

^

国

條

小

塞

定a&
e
r
!

 

n
a
t
i
o
n
a
l
e
n

 .
w
e
i
z
e
n
a
b
k
o
m
m
e
r
o

 
.で
■と

り
ぎ
め
、ら
れ
た
以
下7>
领
-
 ̂

，で
，
九
億
ブ
ッ
グ
エ
ル
の
小
麦
を
輸
出
し
.た
こ
と
に
ょ
つ
て

^
断
さ
れ
る-o
こ
~ 

の
九
億
、

V

ッ
シ
エ
ル
に
対
す
ん
補
助
金
は
五
億
五
千
万
ド
ル
に
達
し
た

.(N
a

丨 
tional City B

a
n
k

 

L
e
t

c+er,

. Juli 1
9
5
3
,

p

oo
s
。
し
か
し
、
か
か
る
ダ 

ン
ピ
ン.ダ
も
、
農
業
生
産
物
の
輸
出
を
旧
水
準
に
維
持
す
る
の
に
は
十
分
で
な 

く
、.
一
：
九
五
三

丨

五
：

S

年
収
獲
期
ま
で
に
、
達

生

産

物

の

笛

は

ニ

九

億

ド 

•

に
彼

落

し

：た
°
綿
花
の
場
合
に
は.一
九
.五
.ニ
年
か
ら
一
九
五
三
年
ま
で
.に
.五
‘

• 
一一
 
％
だ
け
輸
出
が
低
下
し
た
.

(
E
b
e
n
d
a
,

 

Dez. 

1953 i
m
d

 F
a
c
t
s

-H
ior

F
a
r

日 ers J
a
n
-
/
F
e
b
.

S
5
5 产
 s

.

1)

0 

'

V

綿
花
の
例
は
合
衆
国
教
府
の
経
済
的
及
び
政
治
的
行
動
：に
お
け
る
諸
矛
盾
の

- 

若
干
.を

示

寸
-4
の
：で
あ
：る
。
.冷
い
戦
命
は
合
衆
国
を
若
干
の
最
も
重
要
な
綿
花 

.
:市
場
、
例
え
ば
チ
エ>/
_コ
：ス

」

ロ
，.ヴ
:,
7
.キ
ア
及
び
中
国
か
ら
遮
断
す
る
-o
同
時
に
、 

国
内
取
引®

^「

維
持」

政
策
；.：

(

ザolitii.der 

B
:B
*
D
.
e
n
丨 

handelspreise)，v

は
、
世
器
価
胳
を
合
衆
国
の
国
内
市
場
の
德
以
下
に
お

.

.
き
、
•他
の
国
々
に
お
け
る
綿
花
栽
培
を
活
気
づ
け
、
合
衆
国
産
の
綿
花
は
ダ
ン 

ハ
ピ
シ
グ
：の
方
法
で
の
み
世
界
市
場
^

の
は
け
ロ
を
見
出
ザ
に
す
ぎ
な
い
こ
_と
を 

意
味
：し

V

说
る
の
で
：あ
る
。
.以
前
に
は
、
合
衆
国
の
1

収
獲
の
殆
ん
ど
大
部 

: 

'.
分
は
®

さ
れ
た
。.令
で
ゆ
、
最
近
数
年
の
内
に
、
：
世
界
は
合
衆
国
か
ら
の
供

„ 

.

.八
七
.(

一
:

一
八
五)

ア
メ
リ
力■合
衆
国
に
お
け
る
.農
業
問
題



输
な
1;
迄
籍
の
需
要
に
応
忆
ぅ
る
勘
定
に
な
ク
：て
い
る
。

.
へ
;
:
'
,
.
'.

.,
崗
乜
く
市
場
德
を
維
持
す
る
試
み
で
あ
る
に

-%
-
か

が

わ

ら

ず

、

「

.

.
作

付

面

積 

:u
t

l
、：.：

他

の

*

を̂

深

め

て

更

に

題

を

ま

す

：ま
す
悪
化
せ

し
.
 

め
、
る
。
、
^
'
H
r
ガ
：
し

当

り

収
權

で
：は
.

な
^

て
作
：3
|
^
.

の
：み
が

麗

さ

れ

た.の
. 

で

あ

る

か

ら
.、
.：，
一
'
.
.
^

—

力
.1
.
0
り

収

獲

を

.
一
.：..'層

高

.め

る

こ

.

;^
に

<J
;
-'
 

?
て
將
別
利.. 

潤(sondergewilliae)

が
生
じ
た
。
高.度
の
施
肥
、..
品

癉

改

提

、
.労

働

方
 

法
の
^f

に
よ

っ
で
、
0
^
の
濯
が
獲
得
さ
れ
得
た
の
で
あ
る
。

.同
時
に
、 

小
爱
粉
及̂

の
栽
培
がM

さ
れ
た
ため.：

に
利
用
さ
れ.な
く
な
っ
：た

壬

地

. 

が
、
他
の
植
物
栽
培
杧
転
用
さ
れ
て
、
そ
れ
ら
：の
龍
に
も
き
び
し
い
適
剰
生
産

. 

現
象
が
あ
ら
わ
れ
を
結
果
土
だ
っ
，た
。
例
え
ば
米
の
坐
産
は

-*
九
.三
六
年
か
ら. 

1.

九

四

〇
年

ま

，で
の
時
期
の
年
来
均
一
.

一
三
億
八
午
万
ボ
ン
ド
が
ら
、

一
れ

§
 

牢
に
は
五
三
億
ボ
ン-K
、
：
即
ち
 
一
一
®

上
に
増
大
し
た
の
で
あ
る

(

I

I

 

cal A
b
s
t
r
a
c
t

 

1954,. 

s. 

676. u
n
d

M
e
w Yo

r
k

 
T
i
m
e
s

 

2CO
' De

z
.

 

1955)。

; 

‘
 

•

;

作
付
面
積
麗
政
策.は
、*

6
*

者
と
大
農
謹
に
極
め
て
異
な
っ
た
^

■ 

を
与
え
た
の
で
あ
っ
て
、
大
土
地
所
有
者

(
G
r
o
B
g
n
m
d
b
e
s
i
t
z
e
r
n
)

と
 ̂

取
さ
れ
て
，
®

に
追
い
や
ち
れ
る
小

濃
®
?

と
：の
間
の
艰
本
的
矛
盾
を
深
め
る 

要
因
の
ー
つ
で
あ
る
。
例
え
ば
一
九
五
五
年
：に
は
、

K

割
り
当
て
ら
れ.た
. 

作
付
面
積
.は
法
律
に
よ
っ
て
ニ
五
％
も
削
觀
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ニ
ニ

0
、

0
0 

〇
A
を
下
ら
な
い
農
卿
の
い
る
ミ
シ
シ
ッ
ピ

1
以
東
の
小
農_

地
^
,
に
お
い 

て
は
、
五H

丨
ヵ
ー
乃
至
そ
れ
以
下
の
面
積
が
割
り
当
て
ら
れ
た
こ
と
を
意
味 

す
る
。.タ
バ
コ
作
付
に
関
し
て
は
、
多
く
の
農
場
が
〇

•
七
ェ
ー
力.
Iの
面
積
.

;
八
八
：；

C
1
1.

八
六)

.
,

•■
;
-ハ：
に
制
限
さ
れ
た?.
こ
れ
は
，
か
か
；
5農
|

^

が
彼
等
の
震
的
な
栽
馨
作
ぐ 

を
^

^
て
し
て
は
生
活
の
：資
を
得
る
こ
：と

.が

で

き

な

：い
：
こ
と
：を
意
，
味

す

る

。
.
.

_ 

ソ
破
等
办
多
く
ぱ
他
の
栽
培
^-
嚴
換
す
る
手
段
が
な
い
の
で
零
落
し
て

い
る
.

.

,CNew ¥
春

1
ぼ

皮
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;

こ
れ
，に
反
し
；て
作
：
^

積

を

霞

す

る

馨

：氣

時

U

価

格

を

維

掙

す

る

：た 

へ
.:
め
で
あ
る
が
ら
ょ
：り
大
き
な
農
馨
を
敗
け
る
。
ン
ず
な
杈
ち

、
' 大

農

霧

達

は-- 

.
濯
し
た
小
農
馨
達
の
犠
牲
で
拡
大
ず
る
と

.い
：ぅ
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
遙 

か
に
大
含
な
補
助
金
を
も
政
府
か
ち
受
け
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
七 

_は
ア
.ィ
ゼ
シ
バ'ゥ
7
丨
大
統
領
に
ょ
っ
て
：、
彼
が
議
会
で
行
っ
た
農
業

^M

に
’

.
関
す
る
#
き
の
中
で
確
認
さ
れ
た
。

「

わ
れ
わ
れ
の
員_
1&
罾
の
主
な
受
益
者
は 

.:
■
一
ー
酉
方
の
ヨ
リ
大
き
な
•
生
産
的
農
場
で
あ

っ

た

。

三
百
万
に
近い
そ
の
他 

.の
'農
，場
.の
生
産
は
非
常
に
制
限
さ
れ
て
い
た
の
で
、

(

そ
こ
に
定
住
す
る
.家
族 

:
.は
域
る
僅
か
な
程
度
で
わ
れ
わ
れ
の
政
策
を
利
用
す
る

.に
す
ぎ
な
い.
の
で
あ
.

る」
(
N
e
w

 Y
o
r
k

 

T
i
m
e
s

ぞ

ド

，

5
6
)

:°.

そ
の
数
日
後
、
彼
の
予
®

告
. 

(
B
u
d
e
t
-
B
o
t
s
c
h
a
f
t
)

に
お
い
て.ア
ィ
ゼ
シ.ハ
ゥ
アー

は1

層
明
白
に
自
分 

.の
考
え
を
速
べ
た
。
.彼
は
次
の
こ
と
を
確
認
し
■た
.。「

実
施
さ
れ
て
い
る̂

^

.
持

政

策cp
r
e
i
s
s
t
u
t
s
n
g
s
p
r
o
g
r
a
m
m
)

の
下
で
；は
、

ヨ
リ
.大

き

な

資

金 

.

が
最
も
大
き
な
生
産
者
達
.に
流
れ
る
。'す
な
わ
ち
、
例
え
ば
小
麦
に
関
し
て
言 

.

え
.ば
、
：
推
算
し
て
四
分
の
三
の
貨
幣
が
三
分
の

I

の
信
用
貿
主

(
K
r
i
-

 

、
■ ne

h
m
e
r
)

'.
に
貸
出
さ
れ
、
百
万
ド
ル
以
上
の

.
個

人

別

綿

花

借

入

：
金
が
.与

え

ら 

れ
た
の
で
あ
っ
た

」
(
N
e
w

 Y
o
r
k

 

T
i
m
e
s

 

v
o
m

 17,

.1,
5
6
X
S
S
,

 274丨

想

。
•.

'
:v.

五

小

農

業

者

：

Q

収

奪
.

.

ア
ィ
.ゼ
ン
ハ
ゥ
ア
ー
は
一
方
で
は

「

家
族
農
.場
の
維
持
，̂
|

1廷

羁 

der F
a
m
m
e
n
f
a
r
m

u:.

に
.つ
い
て
述
べ'な
が
ら
、「

わ
が
農
馨
の
約
一
一

一

•五
- 

%

を
占
め
る
一
一
}

s

万
の
大
き
な

>

 
高
度
に
機
械
化
さ
れ
た
農
場
が
わ
が
農
業
生 

産
物
の
八
五̂
を
生
産
し
て
い
る

」

と
い
う
^

^
を
確
認
し
たe
b
e
l
, 

B
T
I
g
e
t
-
B
o
t
s
d
t
)
。

更

に

彼

は

「

そ

れ

故

に

、
..農

業

政

策

は

他

の

ア

メ

リ 

力
人
と
同
じ
く
十
分
に
、
農
村
で
生
活
を
な
す
ょ
う
、
大
き
な
生
産
的
農
場
を
：
 

十
分
發
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
■な
い」

.こ
と
を
確
認
し
た

(
F
a
r
m

 w
o
t
s
c
h
a
f

ch 

l
p
l
. 

5
S
.
0
.
.
.
U

の
こ
と
は
、
政
治
的
粉
飾
を
除
け
ば
、
現
在
の
員

||
罾
^
 

.の
約
t

を
収
奪
す
る
政
策
を
大
i

の
侧
か
：ら

推

し

て

.ぃ

る

こ
と

を

意
味

す

. 

- 

. 

; 

i 

' 

•

彼
に
.ょ
っ
て
提
案
さ
れ
た
綱
領
は
こ
れ
と

1

致
し
で
，
い
た
。
彼

は

耕

作

さ

れ 

て
い
る
作
付
面
積
を
四
千
万
エ
I

ヵ

ー

だ

け

、
換

言

す

れ

ば 

一
.
ニ 

％
だ
げ
縮
小
：

.

し
て
、
土
地
を

耕
！
；

亦
ら
.ひ
き
あ
；げ

て

「

土
地
銀
行
ヒ

B
o
d
e
n
b
a
&

u5:

に
.
. 

入
れ
.る
農
1

に
支
払
金
を
私
い
、
こ
の
銀
行
か
ら
は
決
し
て
い
か
な
る
土
地
，
，
 

で
も
耕

作

の

：
た

め

：
ひ

き

出

.
せ

な

い

3

5
に
す
るこ
と
を
推
奨
し
た
。

'

排
除
さ
れ
た
面
積
に
対
す
る
支
払
金
は
平
均
し
て

I

エ
ー
ヵ
ー
当
り
二
九
ド
一 

ル
で
あ
る
こ
と
が通
告
さ
れ
た
：。
従

？
てそ
こ
が

ら

最

大

の

利

益

を

得

る

，も

.
の

'-
. 

は
ま
た
も
大
土
地
ー
^

豸̂

(Gro

cog
m
n
d
b
e
s
i
t
z
e
r
)

で
あ
る
だ
ろ
う
。.彼
：

.等
は
小
作
人
を
逐
い.出
し
て
土
地
を
再
び̂t

に
か
え
、
そ
こ
か
ら
少
な
く
'と
.
. 

も
最
^
数
年
間
の
純
収
入
と
同
額
の
高
さ
の
所
得
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の

で

'

■ 

K

メ
リ
.ガ
が
衆
国
に
：お
け
る
濃
業
^
題

.

あ
る
。.小
農
！̂

は
、
ニ
集
約
的
経
営
の
た
め
.に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
数
エ
ー 

力—

を
所
有
し
て
い
る
だ
.け
で
あ
ふ
か
ら
、
こ
れ
ら

.の
農
業
政
策
の
た
め
亿
そ 

.
の
作
付
面
積
を
制
限
ず
る
ご
と
は
麗
と
な
る
。

 

' 

- 

.農
_

.
-«
飛
済」

の
.も

ぅ

一

，
つ
の

主

要

な

提

案

は

、
.：
農

場

で

消

費

さ

れ

た

べ

,
ン
ジ
ン
に
対
す
る
聯
邦
粗
税

(
B
u
d
e
w
s
t
e
u
e
r
)

を
廃
止
す
る
こ
と
で
あ
る

<>

.

. 

. 

' •• 

-

.
農
業
者
達
が
そ
れ
に
よ
一
て
年
々
節
約
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
六
、
〇
〇
〇
万
ド 

ル
が
、
彼
等
の
，農
場

」

の
機
械
化
の
度
合
と
直
接
関
係
じ
て
い
る
と
と
は
も
ち

.6 

:
へ
んP 
あ
る
。
,.
:

•:

〈 

. 

•• 

. 
ノ 

'

小
農
*

？
達
が
収
奪
さ
れ
る
一
方
、
大
農
場
の
数
は

.、
そ
，.の
総
売'上
高
に
，お.
. 

,

■い
て
占
め
る
割
合
と
同
歲
に
、
ー
増
大
：し

.た
。
：
ご

の

過

程

は

多

年

に

わ

た

っ

，
て
発 

•■

:
展
し
て
き
た
の
で
あ
ゥ
、
第

12

表
か
ら
明
ら
か
な
よ
ぅ
に
、
ぃ
最
近
五
年
の
間
に

- 

-
促
進
さ
れ
た
の
セ
あ
る
。
：

. 

. 

.

.
‘ 

ー
九
五0:
年
、
国
勢
謹
は
僅
か
一
〇
三
、
：〇
〇
〇
農
場
、
換
言
す
れ
ば
総 

:•
農
場
数
の1;

.
九
尨
が
ニ
五
、.〇
〇
〇
ド
ル
以
上
：の
年
間
商
品
売
上
高
を
有
し
：
 

'
.
.
て

い

る
.こ
と
を
^

ら
か
に
し
た
。'こ
の
資
本
主
義
的
大
企
業
の
売
上
高
は

、
.

ー::
:

1
1一、
.一1ー
〇9

0'
.〇
0
の
小
農
場
の
総
靡
上
の-1
1
倍
で
あ
っ
た0
.一
九
五Q 

'
へ
，
年
が
ら
一
.

九
五
四
年
の
時
期
に
、
年
間
売
上
高
ニ
五
、
：
〇

0
〇
ド

ル

以
Jb
.0'

.

農

霊

は
.一1ー
〇
％
以
上
も
増
大
し
た
。
こ
れ
に
：対

し

.て
' 
売
上
高
一
〇> 
〇
•:
.

•■
'

0

0ド
：.ル
未
満
の
？
^

_
に
.お

--
1
>て
，
は
農
場
数
が
繁
ノ
し
て
；、

.
年

間

総

売
-1
; 

.，

.高
T

I
Q.
r

一：

：

一
 
へ
九
九.下

ル

の

蕭

，で
は

、

一
一
：
四
^

も
低
下
し
た
。
次
表
が 

示
■す
如
く、
.
純

減

少

は

：
一
一
％

、
>

な

わ

ち

六

0

〇

、

o
c

r
n

s
,

し

ノ
'た
？
-..
..
,

じ
，

.

■ 

.

.

.

八
；
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p
a
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を
喪
失
し
た
。
こ
の
こ
と
は
第
13
表 

か
ら
^

^
さ
れ
る
。
p

\ 

•

自
分
の
土
地
か
ら̂f

さ
れ
た
^

響
に
対
し
て
政
府
は
対
策
を
も
っ
て 

，
い
な
い
。
仕

事

の

ロ

の

あ

る

#
}

E

に
吸
収
し
て
彼
等
を
救
ぅ
.た
め
に
、
巨
大
.な 

聯
邦
財
政
の
ビ
タ
一.文
も
用
意
さ
れ
て
い
な
い
.の
で
あ
る
。
飢
え
た
子
供
を
か 

か
え
て
い
る
諸
家
族
に
対
し
て
も
、
資
本
主
義
制
度
は
何
物
を
も
配
慮
し
な

い
。 

彼

等

に

は

失
！！

保

険

も

な
く

、

多
く
の
場
合
、
貧
民
救
済

(
A
r
m
e
n
u
n
t
e
r
-

 

s
t
s
t
z
u
n
g
)

を
受
け
る
権
利
す
ら
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で

.
あ

る

。
.
収
奪
さ 

れ
た
人
A
に
と
っ
て
、
職
を
失
ぅ
こ
と
•

少
な
く
仕
事
を
も
つ
最
善
の
機 

会
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
十
分
に
組
織
さ
れ
た

.制
度
も
な
い
。
だ 

'か
ち
、
概
し
て
仕
事
が
あ
.っ
て
も
、
そ
れ
は
双
千
哩
も
_
れ
て
い
る
の
で
あ
る 

(SS. 2761278)0
• 

<

六
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結

.

論

.
' 

-
 

.

合
衆
国
農
業
の
今
日
の
状
態
は
、
技
術
と
生
産
性
，の
発
展
を
研
究
す
る
こ
と 

な
し
に
理
解
す
る，し
と
は
で
き
な
い0
こ
の
発
展
が
多

y

の
関
傅
に
お
い
て
ァ 

メ

リ

力

資

本

主

義

の

諸

矛

盾

と

を

&

め
て
い
る
の
で
あ
る
0
過
剰
農
産 

物
が
一
つ
の
主
要
な
経
済
問
題
と
な
っ

V

い
る
時
期
に
技
術
と
生
産
性
の
発
展 

が
濃
業
坐
産
能
力
を
絶
え
ず
増
大
し

.
て
い

る

。
生

産

の

無

政

府

性

、
'
麗

さ

れ

_ 

た
市
場
と
共
に
、
技
槲
面
.に
お
け
る
進
歩
が
競
争
を
激
化
し
て
、
農
業
商
品
の
生 

産
に
必
要
な
社
会
的
労
働
時
間
の
絶
克
ざ
る
短
蹄
に
導
く
。
多
く
の
農

i

達 

は
、
彼
等
の
投
資
を
増
大
し
て
自
己
の
能
率
を
増
進
し
え
な
い
。
肖
ロ
⑽
ま
^
は

•

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
.に
お
け
る
農
業
問
題

ま
.す
ま
す
ョ
リ
大
き
な
能
率
の
高
い
農
！

0
|め
..宇
に
集
中
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
変
. 

化
と
歩
調
を
合
し
え
な
い
小
農
場
は
、

.
i

の
進
歩
と
共
に
土
地
を
失
う
。
最 

.近
一
五
年
間
に
一
、
三
〇
〇
、
〇

'〇
〇
炫
上.の
農
I

が
収
奪
.さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
た
と
え
残
存
農
i

の
'約
半
数
が'収
1
さ
れ
て
彼
等
の
土
地
が
ョ 

'

.

リ

：大

き

な

農

場

，
に
，同

化

さ

れ

た

と

て

、
合

衆

国
i

お
け
る
現
在
の
農
業
恐
慌
は 

解
消
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
-一
般
に
、
売
れ
な
い
避
剰
農
産
物
の
累
積
に
対
し 

.
て
責
任
の
あ
る
の
は
、
.
零
落
に
か
り
た
て
ら
れ
て
い
る
農
民
で
は

.な
い
。
商
品 

,
の
主
要
な
生
産
者
は
、
小
農
業
者
を
併
呑
す
る
ョ
リ
大
き
な
農
業
者
達
で
あ
る

*
" 

総
耕
地
面
積
は
農
場
数
の
a
少
と
，と
も
に̂

^
せ
ず
、
加
う
る
に
一
エ
ー
力

ー

 

当
り
の
収
獲
は
小
経
営
の
大
^

1
へ

,0
解
消
に
ょ
っ
て
増
大
さ
れ
る
か
ら
、
小 

農
|
^
1の
収
奪
は
過
剰
問
題
を
更
に
悪
化
す
る
傾
向
に
導
く
。
同
脖
に
、
大
農 

湯
を
も
？
て
い
る
収
奪
す
る
資
本
家
達
と
自
分
の
土
地
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー 

ト

の

陣

営

.に

つ

き

落

さ

れ

る

と

'こ

ろ

の

収

奪

さ

れ

る

農

業

者

と

の

間

の

矛

盾

が 

、
激
化
：^
れ
る
。
：

.

.

.

. 

>
'
.
.

,

こ
の
増
大
し
つ
.つ
あ
る
合
衆
国
農
業
に
お
け
る
恐
慌
は
メ
ダ
ル
の
一
面
で
あ 

る
。
.そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が
合
衆
国
に
お
け
る
内
部
の
経
済
的
及
び
政
治
的
状
態 

を
理
解
す
る
助
け
と
な
っ
て
.お
り
、
'合
衆
国
が
過
剰
農
産
物
の
販
路
を
獲
得
し 

維
特
す
る
た
め
：に
懸
命

i

な
っ
て
い
る
限
り
、
'そ
れ
は
合
衆
国
の
対
外
政
策
を
、
 

理
解
す
る
た
め
'に
必
要
な
基
礎
な
の
で
あ
る

。

.

.

し
か
し
、
人
民
民
主
：々

義
に
と
う
江
恐
ら
く
直
接
的
に
重
要
な

.の
は
、
近
代 

的
な
釙
学AJ.

技
術
の
適
用
が
実
際
の
労
働
組
織
を
労
働
生
産
と
一
エ

I
力
ー
肖 

り
収
獲
の.非
常
な
増
大
に
導
き
う
る
と
い
う

*.
実
で
あ
る
。
今
や
農
業
を
生
*

九

一(

一1

八
九〕
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第 1 2 表商品販売額による階層別農場数の変化

販売額による階展：
農 場 数 （単位千) 増 減

1950 年 1954 年 実数 (単位千） %

25 0 0 0 ドル以上 108 134 + 31 +30

10 000〜24 999 381 449 + 68 + ユ8

5 000〜 9 999 721 707 - 1 4 - 2

2 500〜 4 999 882 811 - 71 - 8

1 200〜 2 499 901 76B -138 -1 5

250 〜 1199 1356 ,1037 -819 -2 4

2 5 0 ドル未満 1029 879 -150 —15

販売しないもの 9 2 • - 7 -7 8

..-..:.:..計 . 5382 ' 4782 -600 ， -1 1

Quelle: U. S. Census of Agriculture 1950 and preliminary, 1954, 
errechnet durch Farm Researoh, Pact for Farmers, Febr. 1956, 
(ibid., S. 277) • ン

第 1 3 表地域別農業者数の減少 (1940-1954年)

地 域
農 業 者 数 (単位千) • - 補 少

1940 年 1954 年 実 数 （単位千） %

Ah 部 . 2 580 2 043 -537 :•~21

m  ■ 部 510 423 — 87 —17

南 人 2 327 1 851 -476 —20

部 非 白 人 680 465 —215 —32

合 計 6 097 4 782 -1315 -2 1

Quelle: F^cts ^or F^rpaeys, F e ^ f J.956. (ibid” S. 278)
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中
小
農
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の
破
滅
と
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大
農
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る
吸
収
か
ら
坐
じ
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と
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で
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落
さ
れ
た
。
あ
の
好
況
期 

に
，お
い
て
.す

ら

彼

等

が

商

工

業

に

仕

事

.を 

.見
つ
けATN
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え
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。
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る
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展
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に
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し
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蔻
し
、
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農
業
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に
就
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す
る
機
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っ
た
か
ら
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業

の

選

択
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し
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差
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.
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事
態
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或
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菸
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遙
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さ
れ
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知
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れ
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。
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す
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れ
て
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る
。
農
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仪
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な
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経
営
は
小
経 

営
を
親
逐
し
、
集
積‘集
中
と
い
ぅ
資
本
主
義
的
経
済
f

は
鉄
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発
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摘
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外
貨
収
支
の
極
度
の
惡
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み
、
経
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の
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検
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急
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っ
た
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に
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昭
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。
そ
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局
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近
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易
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ま
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収
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績
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収
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権
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い
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入
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